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７ＭＨｚ 移動用 釣竿アンテナ 製作

～ＶＣＨアンテナ～

はじめにはじめにはじめにはじめに
７７７７ＭＨｚＭＨｚＭＨｚＭＨｚでででで移動運用移動運用移動運用移動運用するするするする際際際際にににに、、、、フルサイズフルサイズフルサイズフルサイズののののアンテナアンテナアンテナアンテナのののの設置設置設置設置がががが出来出来出来出来ないときはないときはないときはないときは片側片側片側片側がががが２２２２．．．．５５５５ｍｍｍｍのののの短縮短縮短縮短縮ダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナをををを使用使用使用使用
してきましたがしてきましたがしてきましたがしてきましたが、、、、このこのこのこのアンテナアンテナアンテナアンテナではではではではＱＲＶＱＲＶＱＲＶＱＲＶできるできるできるできるバンドバンドバンドバンド幅幅幅幅がががが小小小小さくさくさくさく週末週末週末週末のようにのようにのようにのように混混混混みみみみ合合合合うときにうときにうときにうときに７７７７．．．．１１１１ＭＨｚＭＨｚＭＨｚＭＨｚ以上以上以上以上のののの拡張拡張拡張拡張バンドバンドバンドバンドがががが使使使使ええええ
ずずずず、、、、バンドバンドバンドバンドのののの空空空空きをきをきをきを探探探探すのがすのがすのがすのが大変大変大変大変でしたでしたでしたでした。。。。

ＣＱＣＱＣＱＣＱ誌誌誌誌ややややＨＰＨＰＨＰＨＰにににに広広広広いいいいバンドバンドバンドバンド幅幅幅幅でででで利用可能利用可能利用可能利用可能なななな７７７７ＭＨｚＭＨｚＭＨｚＭＨｚのののの短縮型釣竿短縮型釣竿短縮型釣竿短縮型釣竿（（（（垂直型垂直型垂直型垂直型））））アンテナアンテナアンテナアンテナのののの製作記事製作記事製作記事製作記事がががが多多多多くありくありくありくあり、、、、夏夏夏夏ののののＨＡＭＨＡＭＨＡＭＨＡＭフェアーフェアーフェアーフェアーでででで
長長長長ささささ５５５５．．．．４４４４ｍｍｍｍのののの釣竿釣竿釣竿釣竿をををを購入購入購入購入してきましたのでしてきましたのでしてきましたのでしてきましたので、、、、１１１１１１１１月月月月からからからから釣竿釣竿釣竿釣竿アンテナアンテナアンテナアンテナをををを作作作作りりりり始始始始めましためましためましためました。。。。

このこのこのこのアンテナアンテナアンテナアンテナののののオリジナルオリジナルオリジナルオリジナルははははＪＰＪＰＪＰＪＰ６６６６ＶＣＨＶＣＨＶＣＨＶＣＨ局局局局ががががＱＲＰＱＲＰＱＲＰＱＲＰトランシーバトランシーバトランシーバトランシーバ((((ＦＴＦＴＦＴＦＴ－－－－８１７８１７８１７８１７))))でででで７７７７MMMMＨｚＨｚＨｚＨｚのののの移動運用移動運用移動運用移動運用のためにのためにのためにのために作作作作られられられられ２００６２００６２００６２００６年年年年ににににＣＱＣＱＣＱＣＱ
誌誌誌誌にににに紹介紹介紹介紹介されたされたされたされた「ＶＣＨ「ＶＣＨ「ＶＣＨ「ＶＣＨアンテナアンテナアンテナアンテナ」」」」でででで、、、、これをもとにこれをもとにこれをもとにこれをもとに７７７７．．．．００００～～～～７７７７．．．．２２２２MHMHMHMHｚｚｚｚををををカバーカバーカバーカバーできるできるできるできるアンテナアンテナアンテナアンテナとしてとしてとしてとしてJF1SGXJF1SGXJF1SGXJF1SGX局局局局がががが別冊別冊別冊別冊CQCQCQCQ hamhamhamham radioradioradioradio
No.8No.8No.8No.8にににに「「「「拡張拡張拡張拡張７７７７MHMHMHMHｚｚｚｚ対応対応対応対応CLVCLVCLVCLVアンテナアンテナアンテナアンテナ」」」」としてとしてとしてとして発表発表発表発表されたものをされたものをされたものをされたものを基本基本基本基本にににに作成作成作成作成しましたしましたしましたしました。。。。

このこのこのこのアンテナアンテナアンテナアンテナをををを作成後作成後作成後作成後、、、、道道道道のののの駅駅駅駅「「「「かつらかつらかつらかつら」（」（」（」（茨城県茨城県茨城県茨城県）、）、）、）、京都府舞鶴市京都府舞鶴市京都府舞鶴市京都府舞鶴市でのでのでのでの移動運用移動運用移動運用移動運用でででで使用使用使用使用しししし、、、、７７７７MHMHMHMHｚｚｚｚでででで十分十分十分十分にににに使用可能使用可能使用可能使用可能であることであることであることであること
をををを確認確認確認確認したものですのでしたものですのでしたものですのでしたものですので、、、、皆皆皆皆さんがさんがさんがさんがＨＦＨＦＨＦＨＦののののアンテナアンテナアンテナアンテナをををを作成作成作成作成するするするする際際際際のののの参考参考参考参考になればとになればとになればとになればと思思思思いいいい、、、、かなりかなりかなりかなり細細細細かくかくかくかく作成方法作成方法作成方法作成方法をまとめましたをまとめましたをまとめましたをまとめました。。。。

２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年１１１１月月月月 JF1WQNJF1WQNJF1WQNJF1WQN／／／／JA3TFIJA3TFIJA3TFIJA3TFI 宮本宮本宮本宮本
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SWR

周波数（ＭＨｚ）

SWR アンテナアンテナアンテナアンテナのののの特性特性特性特性

写真写真写真写真１１１１ アンテナアンテナアンテナアンテナ設置全景設置全景設置全景設置全景

上部エレメント
２ｓｑケーブル
１５３ｃｍ

下部エレメント
２ｓｑケーブル
３２６ｃｍ

コイル
１Ｌシャンプーボトル
直径９５ｍｍ

２ｍｍΦアルミ線 ２６回巻き

釣竿（グラス）
５４０ｃｍ

※１０段構成の場合、最先端 １本削除
※４~６段構成の場合、先端約４０ｃｍをカット

バラン
ＦＴ－１４０ ＃４３

ツイスト・ペア線 ５回巻き

ラジアル
１．２５ｓｐ
５．２ｍ ４本

トランシーバへ
同軸ケーブル

（写真２～５参照）

調整用タップ

図図図図１１１１ アンテナアンテナアンテナアンテナ全体全体全体全体

アンテナの釣竿を
伸縮ポールの先に
付け、給電点(バラ
ン）のところで約２
ｍの高さ。

ラジアル4本は出来
るだけ十文字にな
るように展開し、無
指向性を狙う。

工程工程工程工程００００ ：：：： アンテナアンテナアンテナアンテナ概要概要概要概要
中心周波数が７．１MHｚで、
７．０３～７．１１６までが
SWRが１．６以下に収まっ
ており、アンテナチューナ
を併用すれば７MHｚ帯で
は実用可能と考える
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写真２ コイル

工程工程工程工程１１１１ ：：：： コイルコイルコイルコイル作成作成作成作成

１．材料

・１Ｌ シャンプーボトル 直径９５ｍｍ （百円ショップ）

・２ｍｍΦ アルミ線 １０ｍ （ＤＩＹ店の園芸用品売り場） 注：カラー線は避けること。

・自在ブッシュ （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・２ｓｑ 線 約２５ｃｍ

・蓑虫クリップ １個（ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・ギボシ端子 オス、メス 各１ （ＤＩＹ店の車用品売り場）

・圧着スリーブ ３～４ｍｍΦ １個 （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・両面接着テープ

２．作成

①１Ｌ シャンプーボトルのポンプ部分を取り除く（後で釣竿の太さに合わせて穴を拡大する）。

②ボトルの底の中心に直径１０ｍｍの穴を開ける。(写真4参照）

③自在ブッシュを５５山で切断する（計６本）。

④ボトルに約６０度ごとに自在ブッシュを貼り付けるための両面接着テープを貼り付け、そこに
自在ブッシュを張り合わせる（自在ブッシュを輪ゴムで仮止めすると後の作業が楽になる）。

⑤コイルの巻き始めと巻き終わりの穴を開ける（図１、写真３～５参照）。

⑥アルミ線の端を約３０ｃｍほどを穴aから穴ｂに通す。

⑦自在ブッシュの溝に沿わせてアルミ線を巻きつける。２周目から
は自在ブッシュの溝を一つ飛びにアルミ線を巻きつけていく。

⑧２６周目を巻きつけた後、アルミ線を穴ｅからｆに通し、先を３０ｃｍ
ほど出して余長を切断する。

⑨約２５ｃｍの線の先に蓑虫クリップを取り付ける。反対側を１ｃｍほ
ど被覆をとる。

⑩穴ｂから出たアルミ線に圧着スリーブを通し、スリーブの⑨で作っ
たクリップ付の線を入れ、圧着する。(写真４参照）

直径１０ｍｍの穴
（釣竿の太さで調整。最
終的には１２ｍｍ位）

直径２．２ｍｍの穴 ３ヶ所
(外側からb,c,dの順)
間隔は１０ｍｍ程度

直径２．２ｍｍの穴(a) １ヶ
所

直径２．２ｍｍの穴 １ヶ所(e)
斜めに蓋部分にも穴を開ける（ｆ）

図図図図１１１１ ボトルボトルボトルボトル穴開穴開穴開穴開けけけけ

自在ブッシュ



4

コイル作成の注意事項

ボトルにアルミ線を巻きつける際に、出来るかぎりアルミ線を真直ぐに伸ばして巻きます。しかし、どうしても曲がったところが
出来てしまいますが、神経質になる必要はありません。巻き終えてからラジオペンチ（先端が曲がったラジオペンチがベター）
で曲がりの大きい部分整形すればＯＫです（写真３のようにコイルの線は多少ゆがんでいますが実用上は問題ありません）。

写真３ コイル（横）

写真５ コイル（下部）写真４ コイル（上部）

直径１０～１２ｍｍの穴。
ここに竿を通す。

穴ａ

穴ｅ

穴ｆ

穴ｆ
穴ｂ

穴ｃ

穴ｄ

ギボシ端子
(オス)

ギボシ端子
(オス)

ギボシ端子
(メス)

ギボシ端子
(メス)

注）アンテナの調整が完了後、コイル上下のギボシ端子をボトルに適当な穴を開けタイ
ラップで固定し、上下エレメントに引っ張られてもアルミ線が切断されないようにします
（写真のままではギボシ端子近くでアルミ線が切断する可能性があります）。

圧着
スリーブ

穴ｅ

調整用タップ

調整用タップ

調整用タップ

⑪アルミ線の先を曲げ、穴ｃから穴ｄに通し、穴ｄから５ｃｍ程度でカットし、ギボシ端子（オス）を圧着する。

⑫穴ｆから出たアルミ線（コイルの下側）も５～７ｃｍでカットし、ギボシ端子（メス)を圧着する。
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工程工程工程工程２２２２ ：：：： アンテナアンテナアンテナアンテナ・・・・エレメントエレメントエレメントエレメント、、、、ラジアルラジアルラジアルラジアル線加工線加工線加工線加工

１．材料
・エレメント ２ｓｑのＮＶ線 ５ｍ （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・ラジアル １．２５ｓｑのＮＶ線 ２１ｍ （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・蓑虫クリップ １個

・Ｙ型圧着端子 ３個（または５個) （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

・ギボシ端子 オス、メス 各１ （ＤＩＹ店の車用品売り場）

２．作成

①上部エレメント用に２ｓｑのＮＶ線から１５３ｃｍを切り出し、片側に蓑虫クリップを、反
対側にギボシ端子（メス）を付ける。

②下部エレメント用に２ｓｑのＮＶ線から３２６ｃｍを切り出し、片側にギボシ端子（オス）
を付け、反対側にＹ型圧着端子を付ける。

③１．２５ｓｑのＮＶ線を５．２ｍでカットし、同じ長さのものを４本切り出す。各線の片端
を１ｃｍほど被覆をむき、２本づつＹ型圧着端子１個に差込、圧着する（ラジアルを
１本づつ接続したい場合は、各線にＹ型圧着端子を付ける)。

アンテナ・エレメント

１５３ｃｍ

３２６ｃｍギボシ
端子
（メス)

蓑虫
クリップ

ギボシ
端子
（オス)

Ｙ型圧着
端子

ラジアル

５．２ｍ

Ｙ型圧着
端子

注）アンテナを使用する際、ラジアルが１本でも使用できるが、ＳＷＲが低く
なりにくいことと指向性が出る可能性が有り、少なくとも２本張ることが薦め
られており、４本にすると更に良い結果が出やすい。

※ＮＶ線は黄色等の目立つ色がベター。特にラジアルは地面に這わせ
るのでケーブルがあることがすぐに判ります。
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工程工程工程工程３３３３ ：：：： バランバランバランバラン作成作成作成作成

１．材料

・トロイダルコア ＴＦ－１１４ ＃４３ １個

・１．２５ｓｑ ＮＶ線 ５０ｃｍ ２本

（外皮の色が赤色と黒色のように異なるものがベター）

・ＭーＢＲ（またはＢＮＣ型等）同軸コネクタ １個

・陸軍端子 赤、黒 各１個

・ケース（タカチ ＳＷ７５） １個

※一辺が５ｃｍ、深さ３ｃｍ程度のタッパーウエアでも可

２．作成

①ＮＶ線２本をより合わせ、これをトロイダルコアに５回巻きつける（線が
同色の場合は配線を間違えないように注意してください）。端はタイ
ラップで固定（巻き初めと巻き終わりの２ヶ所)。

②ケースにＭ－ＢＲコネクタ、陸軍端子の取り付け穴を開け、Ｍ－ＢＲコ
ネクタ、陸軍端子を取り付ける。

③トロイダルコアに巻いた線の片側をＭ－ＢＲコネクタに、他端を陸軍端
子にハンダ付けします。

写真６ バラン実物

Ｍ－ＢＲ
コネクタ

バラン用
トロイダルコア

陸軍端子

ケース

アンテナ下部エ
レメントを接続 ラジアルを接続

注１）トロイダルコアはＤＩＹショップでは扱っていないため、
秋葉原あるいは無線ショップで購入します。

注２）ケースは一辺が５ｃｍ、深さが３ｃｍ程度のタッパーウエ
アでも作れます。
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工程工程工程工程４４４４ ：：：： 釣竿釣竿釣竿釣竿のののの改造改造改造改造

１．材料

・５．４ｍ 万能竿（グラスファイバーのもの。カーボン竿は導電性があり使用不可）

※ＤＩＹ店の釣具コーナー、釣具ショップの万能竿のコーナー
価格は１，０００円～１，５００円程度で、４～５段接ぎ（仕舞長が１ｍ程度）、
または１０段接ぎ（仕舞長が５０ｃｍ程度)の竿。

・ネジ止め用圧着端子（圧着部の内径が２ｍｍ程度） （ＤＩＹ店の電気工事用品売り場）

２．作成（ ４ ～５段接ぎ竿の場合）

①竿を伸ばし、先端部の曲がり具合を確認する。

②最先端から約４０ｃｍ付近でカットし、圧着端子を取り付ける。

※上部エレメントを圧着端子を蓑虫クリップで咬ませた際の竿の先端の曲がりが
少なくなればＯＫ。

３．作成（１０段接ぎ竿の場合）

①底蓋をはずし最先端の竿を取り除く（これで全長が９段で５ｍ程度になる）。

②最先端に圧着端子を取り付ける（竿を割らないよう圧着時の力を加減すること）。

写真７ 改造後の釣竿
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工程工程工程工程５５５５ ：：：： コイルコイルコイルコイル位置合位置合位置合位置合わせわせわせわせ

１．材料
・ビニールテープ（うまく出来れば使わない） 若干

２．作成

①釣竿を伸ばし、コイルを竿に通す。

②上部エレメントをコイルにギボシ端子でつなぎ、反対端を竿の先端の圧着端子に
咬ませる。

③竿を立て上部エレメントがほぼ伸びた状態で竿の先が大きく曲がっていないかを
確認する。

④上部エレメントが弛んでいるときはコイルの穴を広げ、コイルが止まる位置を下げ
る（写真８の程度の弛みがあって丁度良い）。

コイルの穴が大きすぎ、竿の先が大きく曲がる場合は、コイルを手で持ち上げ、

竿の先が大きく曲がらず、かつ上部エレメントがほぼ伸びた状態になるときのコ

イルの位置を確認し、竿にビニールテープを数回巻き、コイルが下がらないよう

にする。

写真８ コイル位置合わせ
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工程工程工程工程６６６６ ：：：： 釣竿釣竿釣竿釣竿のののの取付部品取付部品取付部品取付部品

１．材料

・内径３３ｍｍのＵ字ボルト、座金、ナット ４本分

・板(合板) 縦３０ｃｍ、幅７ｃｍ、厚さ１ｃｍ １枚

注１）Ｕ字ボルトは無線ショップでアンテナ用に販売されているもの（写真９)、
あるいはＤＩＹショップのＴＶアンテナ用品売り場にある金具（写真１０）が
入手できれば楽です。

注２）板、ボルトサイズは釣竿の最下部の太さと伸縮ポールの太さに合わせて
変更してください（左図は参考用です）。

３０ｃｍ

７ｃｍ

３．８ｃｍ

２ｃｍ

２ｃｍ

６ｃｍ

１０ｃｍ

１０ｃｍ

ボルト用穴（直径６ｍｍ）

２．作成

①板にボルトに合わせた穴の位置をマークする。

②ボルト用穴をあけ、ボルトを取り付ける。

写真９ Ｕ字ボルト（１） 写真１０ Ｕ字ボルト（２）

ヒント）写真９の六角ナットは写真１０にある蝶ナットに換えておくと組み立て時
にスパナを使わずにすみます。
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工程工程工程工程７７７７ ：：：： アンテナアンテナアンテナアンテナ組組組組みみみみ立立立立てててて・・・・調整調整調整調整

１．組み立て
①釣竿を引き出し、各継ぎ目をしっかりと引っ張り、少しの衝撃で竿が縮まな
いようにする。

②コイルを竿に通す（写真１２）。
注：調整後の場合：調整タップはマークした位置に咬ませる。
調整前の場合：調整タップをコイル下部から巻き数20回付近に咬ませ

る。

③上部エレメントのクリップを竿の先端の圧着端子に咬ませ、反対側をコイル
の上部のギボシに差し込む（写真１２） 。

④下部エレメントをコイルの下部のギボシに差し込む。

⑤バランの赤端子に下部エレメントを、黒端子にラジアルを接続する。また同
軸ケーブルも接続する(写真１３、１４）。

⑥竿と伸縮ポールを取付部品(工程６で作成)でつなぐ(写真１３、１４）。

⑦伸縮ポールとともにアンテナを立て、予め設置しておいたタイヤベースに差
込む(写真１５、１６）。

⑧ラジアルを９０度の間隔で伸ばす(写真１５）。

写真１１ 組立て前 写真１２ コイル取付け

写真１３ 全景(立上)前 写真１４ バラン・竿取付

ﾗｼﾞｱﾙ用ｹｰﾌﾞﾙ伸縮ﾎﾟｰﾙ 釣竿

ﾊﾞﾗﾝ

下部ｴﾚﾒﾝﾄ

上部ｴﾚﾒﾝﾄ

ｺｲﾙ

下部ｴﾚﾒﾝﾄ

ﾊﾞﾗﾝ

ﾗｼﾞｱﾙ

同軸ｹｰﾌﾞﾙ

写真１５ 組立て完了(下部)

ﾗｼﾞｱﾙ

写真１６ 組立て完了(上部)
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２．調整

①同軸ケーブルをアンテナアナライザーに接続する。

②アンテナアナライザーの周波数を変化させ、最もSWRが低くなる周波数を探す。

③コイルの調整用タップをコイルの一巻き減らし（または増やし）再度アンテナアナライザーで最も
SWRが低くなる周波数を探す（表１）。

④②と③の周波数差がコイル一巻きの変化分になるので、これを目安に希望する中心周波数で
SWRが最も低くなるコイルのタップ位置を探す。最適位置が決まれば油性マジックでマークしておく。

写真１７ アンテナアナライザー

注１）ここに記載した調整方法は基本的なものであり、一度で目指す周波数で使用可能になると
は限りません。何度タップ位置を変え測定することを繰り返すこともあります。

注２）コイルのタップ位置は必ずしもピッタリとした巻き数とは限りません。「２０回＋１／３回」のよ
うになることがあります。

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

7.
00

7.
02

7.
04

7.
06

7.
08

7.
10

7.
12

7.
14

7.
16

7.
18

7.
20

SWR巻き数 同調周波数 SWR
22 6.89 1.1
21 7.04 1.1
20 7.14 1.4
19 7.28 1.6
18 7.44 1.0
17 7.63 1.1

表１ コイル巻き数と周波数変化 実測例

グラフ１ 周波数とSWR変化 実測例SWR

周波数（MHｚ）
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(参考参考参考参考）））） 使用使用使用使用したしたしたした工具工具工具工具

①ドリル ： 結構穴をあけますので、必須です。

②リーマ ： コイル用ボトルの底の竿を通す穴、バランのケースの同軸コネクタ取り付け穴の直径が大きいので、
ドリルで加工するのはチョッと大変。

③ラジオペンチ： 先が曲がったラジオペンチはコイルのアルミ線の両端を穴に通す作業やボトルに巻いたアルミ線の
曲がり、線の間隔の修正に必須です。百円ショップで販売している物で十分使えます。

④圧着工具 ： コイルにアルミ線を使ったため、ハンダが出来ないので、アンテナエレメント、調整用タップの取り付け
などにギボシ端子、圧着端子を使いますので必須です。

⑥その他 ： ５ｍの巻尺、ニッパー、ハンダ鏝、カッターナイフ、のこぎり

⑤アンテナアナライザー ： アンテナの調整が非常に楽にできます。

※※※※ あとがきあとがきあとがきあとがき

このVCHアンテナの記事をCQ誌で見たときは実用になるのかと疑っていましたが、CQ誌だけではなくWebでもこのアン
テナに関する多くの記事があり、最初の疑いは消えてきました。フルサイズのダイポールに比べると性能は落ちていると思
いますが実際に使った印象では大きな差は無いように感じました。

コイルに柔らかいアルミ線を使ったためこのアンテナの作成に難しいところはほとんど有りませんが、見た目を良くするた
めには工作方法、材料の検討が必要です。また、このアンテナを使用していくために防水対策などまだまだ改良するところ
もありますが、再現性が高いことと実用になりますのでぜひこのアンテナを作成し、移動時だけではなく固定でも使ってみて
ください。


